
コロナ禍の最中で引き受けたプ

ラズマ・核融合学会誌の編集委員

の仕事は，韓国語が母国語であるわたしにとって，相当高

いハードルであった．日本語の文書を書き始めてから１０年

にも満たないわたし，今振り返ってみると，プラ・核の編

集委員を引き受けるだなんて，とても勇気ある選択であっ

たと思う．いったいこの仕事を引き受けたきっかけは何

だったのか．今思えば，わたしを委員に推薦してくれた同

分野の編集委員たちと，はじめの一年は一緒に仕事ができ

るから，その安心感からだったかもしれない．そして，学

会誌に自分の専門分野以外の内容を数百字も書くのは初め

ての経験だが，新しいことへの挑戦は，いつだってわくわ

くする．

さて，人類の歴史の中で文字がなかったら，現在の我々

の文明は存在しなかっただろうし，文字があっても読者が

いなければそれは変わらないだろう．特に学会誌の編集後

記って，わたし自身はこれまで精読した覚えはほとんどな

い．いつも目次と，自分の研究分野と関連する分野の記事

しか目にしていないような気がする．学会誌の一番最後の

ページの数百字を通して，我々編集委員は読者に何を伝え

るべきか．先ず，このページまで読み進んでくれた読者へ

の感謝と，そして，「これからもよろしくお願いします」の

気持ちを伝えるべきだと思う．個人的には，読者の中に日

本で活躍している外国人の研究者や学生がいるならば，研

究や教育以外の形でも当分野に貢献できることがわかって

いただけると，わたしはとてもうれしく思う．

最後に，およそ１０か月後，２０２２年６月号から３回に分け

て当学会誌に掲載予定のプラズマ応用分野（Applied

Plasma Physics，APP）の講座『質量分析法を用いた大気圧

プラズマ診断の基礎』が無事に読者の皆さんのお手元に届

くことを願って，今回の編集後記を終えます．（呉 準席）
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編集後記
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６１８


